
第
三
に
は
、
当
時
の
家
屋
は
隙
間
だ
ら
け
で
寒
く
そ
の
た
め
の
保
温
上
の

防
寒
的
機
能
が
上
げ
ら
れ
る
。

第
四
に
は
、
現
在
で
も
ソ
連
や
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
存
続
さ
れ
て
い
る
が
、

苦
痛
に
晒
し
て
精
神
的
耐
性
を
練
磨
す
る
鍛
練
的
機
能
が
あ
る
。
ソ
連
で
は

コ
シ
ン
カ
と
呼
ば
れ
、
エ
リ
ク
ソ
ン
が
、
コ
シ
ン
カ
か
ら
の
解
放
と
関
連
づ

け
て
ロ
シ
ア
人
の
．
〈
－
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
精
神
分
析
し
て
い
る
。

第
五
に
は
、
現
代
小
児
医
学
に
お
い
て
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
が
再
評
価
さ
れ
て

い
る
鎮
静
的
機
能
を
特
記
し
た
い
。
特
に
小
児
看
護
医
学
で
は
、
ス
ワ
ド
リ

ン
グ
に
よ
る
運
動
の
抑
制
が
む
ず
か
る
乳
幼
児
を
お
と
な
し
く
さ
せ
る
の
に

効
果
が
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

目
構
成
生
薬
の
数
を
め
ぐ
っ
て

『
医
心
方
』
に
記
載
さ
れ
た
処
方
は
す
べ
て
中
国
の
医
書
か
ら
の
抜
粋
に

よ
る
も
の
だ
が
、
小
児
門
（
第
二
五
巻
）
に
記
載
さ
れ
た
四
六
二
処
方
中
の
三

三
九
処
方
と
い
う
多
く
の
処
方
が
単
一
の
薬
物
か
ら
成
っ
て
い
る
（
注
二
）
。

一
○
以
上
の
薬
物
か
ら
成
っ
て
い
る
処
方
は
一
つ
も
な
い
。
用
い
ら
れ
た
薬

物
も
極
め
て
入
手
し
や
す
い
も
の
が
多
い
。
引
用
さ
れ
た
中
国
の
医
書
も
、

最
も
多
い
の
が
『
産
経
』
、
次
に
『
千
金
方
』
、
『
葛
氏
方
』
、
『
小
品
方
』
の

順
と
な
っ
て
い
る
。
『
外
台
秘
要
方
』
と
比
べ
て
も
『
医
心
方
』
で
は
『
葛

氏
方
』
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
葛
氏
方
』
が
一
般
庶
民
の
役
に

立
つ
よ
う
に
と
入
手
容
易
な
あ
り
ふ
れ
た
薬
物
を
用
い
た
処
方
を
載
せ
、
し

た
が
っ
て
単
方
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

小
児
科
領
域
の
歴
史
を
調
べ
て
き
て
感
じ
る
こ
と
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
精
神
が
ど
の
時
代
に
も
承
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
は
一
九
世
紀
後
半
に
米
国
に
発
祥
し
た
哲
学
で
、
㈲
功
利

主
義
的
、
口
実
証
主
義
的
、
白
自
然
主
義
的
、
と
い
っ
た
三
つ
の
傾
向
に
沿

っ
て
発
達
し
た
（
注
一
）
。
以
下
に
、
日
本
の
小
児
科
領
域
の
歴
史
に
お
い
て

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
精
神
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
染
ら
れ
る
か
を
例
を

あ
げ
て
示
す
。

日
本
の
小
児
科
領
域
に
み
ら
れ
る

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
・
ム
に
つ
い
て

広
田
曄
子

239 （119）



○
く
ら
い
ま
で
の
も
の
が
多
い
。

『
小
品
方
』
は
一
部
を
除
い
て
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
『
医
心
方
』
や
『
外

台
秘
要
方
』
に
引
用
さ
れ
た
処
方
で
そ
の
内
容
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
『
外
台
秘
要
方
』
に
引
用
さ
れ
た
『
小
品
方
』
の
処
方
は
二
九
七
処
方

で
、
そ
の
う
ち
一
三
六
処
方
が
単
方
で
あ
る
が
、
『
医
心
方
』
で
は
三
一
五

処
方
中
の
一
九
六
処
方
が
単
方
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
医
心
方
』
に
は

『
外
台
秘
要
方
』
よ
り
も
高
い
率
で
『
小
品
方
』
か
ら
単
方
を
引
用
し
て
い

る
と
い
え
る
。
『
医
心
方
』
小
児
門
で
は
『
小
品
方
』
か
ら
の
引
用
は
一
八

処
方
中
の
一
三
処
方
が
単
方
で
あ
り
、
五
つ
以
上
の
構
成
生
薬
か
ら
成
る
処

方
の
引
用
は
一
つ
も
な
い
。

さ
ら
に
、
『
千
金
方
』
や
『
外
台
秘
要
方
』
の
小
児
門
の
処
方
で
単
方
の

占
め
る
率
よ
り
も
『
医
心
方
』
小
児
門
に
お
け
る
単
方
の
率
の
ほ
う
が
ず
っ

と
高
い
（
注
二
）
。

こ
の
よ
う
に
『
医
心
方
』
、
と
く
に
小
児
門
で
は
簡
単
な
処
方
が
好
ま
れ
る

傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
現
在
ま
で
の
日
本
の
漢
方
医
学
に
お
い
て
一

貫
し
て
承
ら
れ
る
傾
向
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
万
安
方
』
小
児
門
で
も
単
方
の
占
め
る
率
は
二
二
一
処
方

中
の
三
六
二
処
方
で
、
『
医
心
方
』
よ
り
は
少
い
が
、
原
本
で
あ
る
『
幼
々
新

書
』
と
比
べ
る
と
ず
っ
と
構
成
生
薬
の
数
が
少
い
処
方
が
多
く
、
一
○
以
上

の
構
成
生
薬
で
成
り
立
っ
て
い
る
処
方
は
一
○
処
方
に
す
ぎ
な
い
（
注
三
）
。

ま
た
、
『
万
安
方
』
小
児
門
に
引
用
さ
れ
た
『
千
金
方
』
や
『
外
台
秘
要

方
』
か
ら
の
処
方
の
単
方
の
占
め
る
率
の
ほ
う
が
、
『
千
金
方
』
や
『
外
台
秘
要

方
』
の
小
児
門
の
処
方
の
単
方
の
率
よ
り
も
高
い
。

江
戸
時
代
の
医
書
の
小
児
科
領
域
に
お
け
る
処
方
の
構
成
生
薬
の
数
も
一

こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
中
国
の
医
書
を
簡
略
化
し
て
実
践
に
供
し
や
す

く
す
る
と
い
っ
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

。
『
傷
寒
論
』
を
め
ぐ
っ
て

『
傷
寒
論
』
処
方
は
『
活
人
書
』
な
ど
を
介
し
て
『
万
安
方
』
小
児
門
に
も

二
処
方
承
ら
れ
る
が
、
当
時
の
処
方
に
単
剤
が
多
く
外
用
や
散
剤
が
多
か

っ
た
の
と
ち
が
っ
て
、
単
剤
で
な
く
外
用
で
な
く
煎
剤
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一

一
処
方
以
外
に
も
欄
外
の
注
な
ど
を
承
る
と
、
著
者
が
『
傷
寒
論
』
処
方
を

使
い
こ
な
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
『
傷
寒
論
』
は
五
行
な
ど
の
難
解
な

理
論
を
含
ま
な
い
、
明
解
に
構
成
さ
れ
た
医
書
で
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

面
を
持
つ
が
、
こ
れ
が
す
で
に
『
万
安
方
』
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
将
来
の
吉
益
東
洞
の
出
現
を
予
感
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

注
一
鶴
見
俊
輔
「
ア
メ
リ
カ
哲
学
」
講
談
社
学
術
文
庫
、
東
京
、
一
九

四
’
一
九
九
、
一
九
八
六
年
。

注
二
安
達
原
嘩
子
「
日
本
に
お
け
る
小
児
科
領
域
に
つ
い
て
の
一
考

察
」
日
本
医
史
学
雑
誌
二
九
巻
三
号
、
二
九
一
’
三
○
三
、
一

九
八
四
年
。

注
三
安
達
原
嘩
子
「
『
万
安
方
』
小
児
門
に
つ
い
て
」
日
本
医
史
学
雑

誌
二
九
巻
四
号
、
三
五
三
’
三
六
七
、
一
九
八
三
年
。
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